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幌延町

2,600 人

大湿地帯

地帯にさ

が魅力で

となる約

本町は

成 22 年

から宗谷

過疎化

は厳しい

図るため

る協定」

 基幹産

地層研究

たな雇用

今後と

町民の皆

いますの

 本書は

ただくた

 

 

平成

 

  

 

   

 

 

 

 

 

町は、北海

人のまちで

帯が広がり

さまざまな

です。基幹

約 10,000

は、昭和 3

年で 50 周

谷管内へ移

化と少子・

い時代とな

め、平成 2

を締結し

産業の酪農

究センター

用の場、産

とも本町の

皆さんとと

ので、ご理

は、町勢の

ため、ご利

成 25 年１

    

   

 町  

海道の北部

です。西側

り、町総面

な動植物が

幹産業の酪

0 頭の牛が

35 年９月

周年を迎え

移管となり

・高齢化の

なってきて

23 年 1

し、魅力あ

農をはじめ

ー並びに関

産業の創出

の発展と

ともに、魅

理解を賜り

の現状と今

利用いただ

１月 

   

    

章 

ご あ

部、日本海

側に広大な

面積の約

が生息する

酪農は、町

が飼育され

月に町制を

え、同年４

りました。

の進行によ

ていること

月には稚内

あふれる定

め商工業の

関連施設・

出に取り組

「協働によ

魅力あるま

りますよう

今後の姿勢

だければ幸

   

  町章は

民から募

した。「

の基幹産

はつらつ

現したも

あ い さ

海に面した

なサロベツ

63％を覆

る自然豊か

町民の約４

れています

を施行して

４月には留

 

より人口は

とから、宗

内市を中心

定住自立圏

の振興と、

・研究機関

組んでいま

よる町民主

まちづくり

うお願いい

勢をご紹介

幸いです。

 幌延

は、開基 7

募集して昭

ホ・ロ・

産業である

つとした若

ものです。

つ 

た人口約

ツ原野の

覆う森林

かな環境

４倍の数

す。 

てから平

留萌管内

は減少しつ

宗谷管内の

心市とした

圏の形成を

日本原子

関の誘致に

ます。 

主体のまち

りに全力を

いたします

介いたしま

 

延町長

70 年記念

昭和 46 年

ノ・ベ」の

る酪農の牛

若さ、伸び

 

つづけ、地

の市町村と

た「定住自

を進めてい

子力研究開

により、地

ちづくり」

を傾注して

す。 

ますので、

 宮 本

念事業の一

年 4 月 19

の文字を図

牛、自然と

びゆく幌延

地方自治体

との連携

自立圏形成

います。 

開発機構の

地域の活性

」の実現に

ていく所存

本町を知

本   明

一つとして

9 日に制定

図案化し、

人間との

延町の未来

体の経営

・協力を

成に関す

の幌延深

性化と新

に向け、

存でござ

知ってい

明  

て、町

定しま

本町

調和、

来を表



 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

町の木：アカエゾマツ      町の花：テシオコザクラ 
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～ 町民と行政との協働のまちづくり ～  

(1)町民参画と協働の推進 

   本町には、コミュニティ活動の中心となっている町内会が全地域に２４団体組織さ

れ、住民主体の活動が行われています。町は地域活動を推進するため、町内会活動や

集会施設整備等への支援を行っています。 

町民と行政の協働のまちづくりを進めるため、「町政懇談会」「まちづくりトーク」

「まちづくり提言箱」などにより、町民の声を聴く機会の確保と拡充を進めるととも

に、「町広報誌」「町ホー

ムページ」「町内会長会

議」などにより町政情報

を正しく的確に提供す

るよう取り組んでいま

す。 

 

 

               

 

 

 

(2)健全で効率的な行財政運営の推進 

   行政改革を着実に推進するため、事務事業等の

妥当性と効率性の評価を行い、町民への説明責任

と効率的な行政運営に努めています。 

一定の町民サービスを確保しつつ、 健全な財政

運営を推進するため、町民に分かりやすい財政情

報誌「わが町の家計」を発行し、毎年、町内全世

帯に配付して町予算の公表に取り組んでいます。 

人口と世帯数（３月３１日現在） 

土地の利用状況（1 月 1 日現在）                   単位：ha 

区分 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 

人     口 2,652 人 2,592 人 2,614 人 2,623 人

世 帯 数 1,269 世帯 1,242 世帯 1,266 世帯 1,282 世帯

区 分 総面積 畑 宅 地 山 林 牧 場 原 野 雑種地 その他 

平成 23 年 57,427 8,170 250 36,412 847 8,082 595 3,071

町政懇談会（すずらん町内会）

財政情報誌「わが町の家計」 

１ 



～ 夢

(1)農業

 本町

北地域

ため、

分業化

等のた

 

 

 

■自然と

自然

推進す

自然と

町営

夢と活力

業の振興  

町の農業は、

域でも有数の

生産施設や

化などによる

ため町営草地

と共生した

然環境に配慮

するため、肥

と共生した環

営草地の放牧

力あふれ

 

、気象や土

の酪農地帯

や土地基盤

る経営の効

地での預託

た循環型農業

慮した持続

肥培かんが

環境にやさ

牧風景 

れるまち

土壌などの特

帯になってい

盤の整備、近

効率化を図る

託牛の適切な

業 

続可能な農

がい排水事業

さしい循環型

ちづくり

特性から酪

います。国

近代的技術

るとともに

な飼育管理

業を

業による家

型農業を推

２

り ～ 

酪農を基幹

国際競争に

術の導入に

に、農家の

理に取り組ん

家畜ふん尿

推進していま

として積極

対応できる

よる生産性

生産コスト

んでいます

の適正な処

ます。 

肥培かん

ホル

極的に推進

る農業経営

性の向上と

ト低減と労

す。 

処理と利用

がい施設 

ルスタイン

進し、西天

営の確立の

農作業の

労働の軽減

  

 

 

 

 

 

 

 

 

を行い、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショー



 

 

 ■乳製

雪印

して、

遠別町

バター

   

  

乳量と牛

区 

総出荷乳

経産牛頭

製品工場 

乳業㈱幌延

近隣の豊富

町の５町の天

ー、脱脂粉乳

     

 

牛の状況 

 分 

乳量（ｔ） 

頭数（頭） 

延工場は、本

富町、天塩

天北地域の

乳を生産し

    

平成２０年

44

5

雪

本町をはじ

塩町、中川

の牛乳を集

しています。

 

年度 平

4,021 

5,758 

雪印乳業㈱

じめと

町、

集め、

 

平成２１年度

43,21

5,69

牧

㈱ 幌延工場

３ 

 

 

 

 

 

度 平成

16

94

牧草 乾燥

場

22 年度 

42,552 

5,659 

ロールの収
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2３

4

収穫 

３年度 

0,825

5,623



(2)森林の

  幌延町

が持つ国

有林の計

 

 

森林や

識を高め

植樹体験

す。 
 

 

 

北 大

の整備   

町は、町総面

国土保全、水

計画的な森林

や林業に関

めるため、学

験や森林環

研 究 林  

面積の約 6

水源かん養

林施業を推

する知識の

学校や町内会

境教育に取

63％を山林

養、地球温暖

推進するとと

の普及や環

会等と連携

取り組んで

誕 生 記

林が占め、

暖化防止な

ともに、民

環境意

携して 

でいま

 
記 念 植

４

豊富な森

など多面的

民有林の森林

北

樹 会

林資源を有

な機能の充

林施業を促

北大研究林 事

有していま

充実を図る

促進していま

事務所 

ます。森林

るため、町

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(3)商工業

 近郊都

魅力ある

化などに

ています

  

  地域の

を原料と

は土壌改

ます。ま

里地区で

 

 

産業別就

区 分

平成 22

平成 17

幌延町

業の振興 

都市への消費

る商店街づく

に努めるとと

す。 

の資源であ

として、日東

改良材「テン

また、建材の

では砂の採取

就業者数（国

分 第 1 次

2 年 305

7 年 333

町商工会 

 

費人口の流

くりと町内

ともに、地

あるサロベツ

東エフシー

ンポロン」

の原料とな

取が行われ

国勢調査） 

次産業 構成比

5 人 20.4％

3 人 22.0％

流出などによ

内の商工業の

地域資源を活

ツ原野の泥

ー㈱天北工場

を製造して

なる珪質岩や

れています。

比 第 2 次産業

％ 275 人

％ 251 人

より、本町

の振興のた

活かした特

泥炭

場で

てい

や浜

。 

業 構成比 第

人 18.4％

人 16.6％

買い

５ 

日東

町の商業は

ため、商工

特産品の開

第３次産業

913 人 6

932 人 6

い物風景

東エフシー㈱

厳しい経営

会活動の支

発と新たな

構成比 合 

61.2％ 1,4

61.5％ 1,5

幌 延 市

㈱天北工場 

営環境にあ

支援や経営

な事業展開

合 計 構成

493 人 100

516 人 100

街 ・ 商 店

 

あります。

営基盤の強

開を支援し

成比 

0.0％

0.0％

店 街



 



～ 健

(1)保健

   高齢

増加な

本町

 

 

 

■医療

  地域

建て替

療所を

ていま

また

地区に

張診療

健やかに

と医療の

齢化の進行

どにより

では「自

療機関 

域で安心し

替えを行い

を開所し、

ます。 

た、地域住

に患者輸送

療を行って

保健セ

に安心し

確保 

行と食生活

、生涯を

分の健康

して医療が

い、平成 2

幌延町の

住民が診療

送バスを運

ています。

センター「は

町 立

して暮ら

活の向上や

通じた健康

は、自分で

が受けられ

23 年 10

の初期医療

療所を気軽

運行すると

    

はつらつ教

立 診 療

らせる

やライフス

康づくりと

で守る」を

れるように

月に町立

療体制の確

軽に受診で

とともに、毎

    

教室」 

６

所

まちづ

スタイルの

と医療体制

を基本的な

保健

の保

進し

 

 

にするため

立診療所（

確保と中核

きるよう

毎月第２金

    

 

 

 

づくり 

の変化に伴

制に関心が

な考えとし

健指導、各

保健事業と

しています

め、老朽化

入院 19 床

核病院との

にするた

金曜日に問

 

問寒別へ

保 健

～ 

伴う生活習

が高まって

して、健康

各種検診事

と健康づく

す。 

化した町立

床）と町立

の連携強化

め、問寒別

問寒別診療

へき地診療

セ ン タ ー

習慣病の

ています。

康相談や

事業など

くりを推

立病院の

立歯科診

化を図っ

別・下沼

療所へ出

療所

ー 

  



(２)福祉

 ■高齢

  高齢

生きが

めると

います

援し、

 

 

 

■障害

障害

いを持

り運営

ホーム

幌延福

支援と

います

 

祉の向上 

齢者の福祉

齢者が住み

がいづくり

とともに、

す。町は、

平成 23

害者の福祉

害のある人

持って安心

営していま

ム・グルー

福祉会に事

と社会参加

す。  

祉 

みなれた地

りに取り組

介護保険

平成 22

3 年 4 月か

祉 

人も住みな

心して生活

ます。あわ

プホーム

事業移管し

加の取り組

町 立 北

地域で、安

組んでいま

険サービス

年度に特

から定員は

なれた家庭

活できるよ

わせて、町

（6 施設）

し、障害者

組みを推進

星 園 

安心して暮

ます。高齢

スの確保と

特別養護老

は入所 40

庭や地域で

よう障害の

のケア

を（社）

の自立

進して

特

 こ

７  

暮らすこと

齢者の自立

と介護老人

人ホーム

0 人、ショ

ていま

センタ

を併設

の提供

で自立した

の特性に応

相談支

るため

立北星

月に新

４月か

特別養護老人

こざくら荘

とができる

立支援や介

人施設等の

「こざくら

ョートステ

ます。また

ター、居宅

設して、介

供を行って

社会の一

応じた自立

支援体制な

め、障害者

星園」は平

新築移転し

から指定管

人ホーム 

荘 

るよう社会

介護予防事

の整備を推

ら荘」の増

ティ 8 人に

た、デイサ

宅介護支援

介護保険サ

ています。

員として

立支援サー

などの整備

者支援施設

平成 21

し、平成

管理者制度

北 星 園

会参加と

事業を進

推進して

増築を支

に増床し

サービス

援事業所

サービス

 

、生きが

ービスや

備を図

設「町

年 10

23 年

度によ

園 祭



■児童

  本

保育

てい

全体

てい

 

   

保育所

区

中 央

問寒別へ

中

童福祉 

町には、幌

所があり、

ます。子

での子育て

ます。 

の入所状

区 分 

保 育 所

へき地保育所

中央保育所

幌延地区の

、また幌延

どもが心身

て支援の体

況（４月

平成２

所 

所 

の保育風景

中 央 保 育

の中央保育

延町生涯学

身ともに健

体制づくり

1 日現在

０年度

49 人

8 人

景 

育 所 

育所と問寒

学習センタ

健康に育つ

り等、安心

在） 

平成２１年

58

８

寒別地区の

ターには放

つよう、保

心して子育

年度 平成

8 人

６人

問

の問寒別へ

放課後児童

保育サービ

育てできる

成 2２年度

62 人

6 人

問寒別へき

へき地保育

童クラブを

ビスの確保

る環境整備

 平成 2

人 

人 

き地保育所

育所の 2

を設置し

保と地域

備を進め

３年度

60 人

５人



～ 心

(1)学校

  本町

学校が

性や能

な人間

を、バ

もに、

される

んでい

また

強改修

礎的情

高度情

教育や

組んで

 

  

■学校

学校

町内の

給 食 指

るとと

良 質 な

ます。

 

児童・

区

小 学 校

中 学 校

心豊かな

教育の充

には、幌

があり、児

能力を生か

間性、健や

バランスよ

地域に開

る学校づく

います。 

た、学校施

修を行うと

情報活用能

情報化に対

や国際理解

でいます。

校給食 

校給食は、

の各小中学

指 導 や 給 食

ともに、効

な 給 食 の 提

 

生徒数の

 分 

校 児 童 数 

校 生 徒 数 

幌 延 小

な人と文

実 

延地区に

児童・生徒

かし、自立

やかな心と

よく育むと

開かれた信

くりに取り

施設の耐震

とともに、

能力の育成

対応した情

解教育に取

 

センター

学校へ配食

食 内 容 の

効率的な運

提 供 に 取

状況（５

平成２０

12

7

学 校 

文化を育

幌延小学校

徒数は少子

立した人間

と体

とと

信頼

り組

震補

、基

成と

情報

取り

ー方式によ

食しており

充 実 に 努

運営と安全

り 組 ん で

月１日現在

年度 平

23 人 

74 人 

育むま

校と幌延中

子化と過疎

間として生

より

り、

努 め

全で

で い

在） 

成２１年度

118 人

64 人

問寒別小中

９  

ちづく

中学校、問

疎化等によ

生きていく

度 平成 2

人

人

中学校 

学

幌延

くり ～ 

問寒別地区

より減少し

くための確

2２年度 

120 人 

52 人 

校給食セ

延小学校  

 

区には問寒

しています

確かな学力

平成２３

11

5

幌 延 中 学

ンター 

地域参観

寒別小中

すが、個

力と豊か

年度

13 人

54 人

学 校

観 



 (2)生涯学習と芸術・文化の振興 

町民主体による生涯学習活動を基本に、幼児から高齢者までの各時期におい

て、町民の多様なニーズに応えた学習機会や情報提供などに努めるとともに、

誰もが利用しやすい環境づくりを進めるため、老朽化した幌延町公民館を幌延

町生涯学習センターに建

て替え、平成 2３年 4 月

に開館しています。 

また、問寒別生涯学習セ

ンターも老朽化している

ので、建て替えに向けた検

討を進めています。 

 

 

 

 

 

 

■芸術・文化の振興 

 町民の主体的な文化活動の促進を図るとともに、地域で優れた芸術・文化に

触れる機会の創出のため、コンサートや芸術鑑賞会などの開催と支援に努めて

います。また、幌延町出身の書家 金田心象先生の作品を展示した『金田心象

書道美術館』、町

の歴史を伝える

『郷土資料館』、

幌延・問寒別両

地区には生涯学

習センター内に

図書室を設置し、

町民の芸術・文

化活動の振興を

図っています。 

 

幌延町生涯学習センター  

心象館「音楽の夕べコンサート」  

10 

幌延地区町民文化祭 

幌延町生涯学習センター 

金田心象美術館『伊藤多喜雄コンサート』

幌延地区町民文化祭 



(3)スポ

 町民一

総合体育

づくりを

しめるス

ーツの振

一人ひとり

育館、総合

を進めると

スポーツ・

総

問寒

興 

りの体力と

合スポーツ

とともに、

・レクリエ

合 体 育 館

寒別町民プ

と健康状態

ツ公園、ス

町民が自

エーション

館 

プール

町

態に応じた

スキー場等

自ら進んで

ンや健康づ

11 

町 民 マ ラ ソ

た 1 町民１

等を整備し

で、いつで

づくりを推

東

総

ソ ン 大 会

スポーツ

してスポー

でも、どこ

推進してい

東ヶ丘スキ

総合スポー
 パーク

ツを推進す

ーツに親し

こでも、気

います。 

キー場 

ツ公園 
ゴルフ場 

するため、

しむ環境

気軽に楽



  

～ 自

(1)道路

  ■町

   町

や高

いま

の確

   

 

 

■町営

  公営

害 者

で き

を行

所 得

公 共

ます。

   

 

 

町営住宅

区 

公 営

特定公

然に恵

と町営住

道の整備

民のだれ

齢者、障

す。また

保に努め

営住宅の整

営住宅の居

が 安 全 で

る 公 営 住

うとともに

者 層 が 入

賃 貸 住 宅

。 

宅の状況

  分 

営 住

共賃貸住

恵まれ安

宅の整備 

 

もが安全

害者に配

、冬道も

ています

整備 

居住環境と

で 安 心 し て

住 宅 の 建 て

に、単身者

入 居 可 能 な

宅 を 整 備 し

（４月 1 日

平成２

宅 

宅 

バリアフリ

(町道

安全で快

で快適に利

慮した歩道

安全な交通

。 

と利便性の

て 生 活

て 替 え

者と中

な 特 定

し て い

日現在）

２０年度 

220 戸

34 戸

リーの道づ

道３条線）

快適な

利用しやす

道の段差解

通を確保す

の向上を図

平成２１年

21

3

づくり

 

12

まちづ

すい道路環

解消と拡幅

するため、

 

 

 

図るため、

年度 平

2 戸

4 戸

町営

道

（町

づくり 

環境づくり

幅などの道

、防雪柵の

子育て家

成 2２年度

212 戸

46 戸

営住宅 宮

路 改 良

町道２条仲

～ 

りのため、

道路整備を

の整備と除

家庭や高齢

度 平成 2

戸 2

戸 

宮園団地 

工 事 

仲通線） 

、子ども

を進めて

除雪体制

齢者、障

23 年度 

208 戸

46 戸



公営住宅  

(2)環境

 ■環境

本町

川町、

適正な

も同組

 

 

 

 

■下水

 幌 延

て整備

供用開

が完了

て水洗

また

年度か

理浄化

適 な 生

環境の

 

下水道等

区 

下 水 道

合併処理浄

 

汚

衛生と下

境衛生の向

町の家庭か

豊富町、幌

な分別・排

組合が収集

水道等の整

延 市 街 地 区

備を進め、

開始、平成

了し、下水

洗化率の向

た、それ以

から個別排

化槽）の整

生 活 環 境 の

の保全に取

等の整備状

 分 

接 続 戸 数

浄化槽設置基数 

汚泥再生処

水道等の

向上 

から出るゴ

幌延町）が

排出により

集処理して

整備 

区 は 公 共

平成 12

成 14 年に

水道への接

向上を図っ

以外の区域

排水処理施

整備を進め

の ま ち づ

取り組んで

状況（3 月

平成２０

 8

1

宮園

理施設「ク

整備 

ゴミは、西

が処理して

りゴミの減

ています。

下 水 道 と

年度に一

には整備事

接続を促進

っています

域は平成 1

施設（合併

め、清潔で

く り と 自

でいます。

月 31 日現

０年度 平

864 戸

100 基

園団地 公

リーンセン

西天北五町

ており、平

減量化と再

下水道と

と し

一部

事業

進し

す。  

14

併処

で快

自 然

 

現在） 

平成２１年

874

102

営住宅  

ンター」

13 

町衛生施設

成 14 年

再資源化を

と個別排水

理量は

処理体

な管理

  

 

 

年度 平成

4 戸

2 基

ゴミ処理

幌延

組合（天塩

12 月から

を進め、し

水処理施設

減少して

制の維持

運営に努め

成 22 年度 

873 戸

109 基

施設「リサ

延下水道管

塩町、遠別

らは有料化

し尿処理に

設の整備に

いますが

と施設の

めています

平成 23

戸 9

基 1

サイクルプ

管理センタ

別町、中

化され、

について

により処

、収集

効率的

す。 

3 年度

912 戸

111 基

ラザ」

ー



(3)情報

  テレ

延民放

ていま

成 22

線の整

告知端

  

(4)消防

 本町の

町内に幌

もに、消

北留萌

通信の整

ビの地上

テレビ中

す。また

年度に「

備と、同

末機を全

・救急救

の消防は、

幌延支署を

消防車両等

消防組合消

地
「

備 

デジタル

継局のデ

、町内全

地域情報

回線を活

世帯に設

命体制の充

5 町 1

を設置して

等の計画的

消防署 幌延

地域情報通
「双方向告

放送への移

ジタル化

域を高度情

通信基盤整

用して行政

置し、平成

充実 

村による広

ています。

的な更新整

延支署

信施設 
知端末機」

移行に伴

に対応した

情報化社会

整備事業」

政情報や防

成 23 年度

広域消防組

平成 17 年

整備を進め

14

う難視聴地

た施設整備

会に対応で

」を実施

防災・災害

度から運用

組織「北留

年には消防

めています

の

の

署

規

し

用

充

幌延テ

地域の解消

備を平成

できるよう

し、超高速

害情報等を

用を開始し

留萌消防組

防庁舎を新

す。 

救急救命

の高度な救

の向上を図

署に救急救

規格救急自

し、平成 23

用を行い、

充実に取り

問 寒 別

テレビ中継

消を図るた

21 年度に

うにするた

速・大容量

を提供する

しています

組合」を設

新築移転す

命体制では

救急措置と

図るため、

救命士の増

自動車 1 台

3 年 11 月

救急救命

り組んでい

別 分 遣 所 

局 受信所

ため、幌

に実施し

ため、平

量の光回

る双方向

す。 

設立し、

するとと

、患者へ

と救命率

幌延支

増員と高

台を導入

月から運

命体制の

います。 

所 



～ 深地層研究計画の推進 ～ 

(1)幌延深地層研究センター 

■調査・研究のテーマ 

   幌延深地層研究センターでは、原子力発電の使用済燃料から回収した高レ

ベル放射性廃棄物を安全に処分するための地層処分技術に関する研究のうち、

国の計画に示された深地層の科学的研究（地層科学）や地層処分研究開発な

どを行っています。平成 12 年 11 月に幌延町は、北海道と原子力機構（当時

は核燃料サイクル開発機構）との間で「放射性廃棄物を持ち込まない、使用

しない」などを約束した「幌延町における深地層の研究に関する協定」（通称：

三者協定）を締結して、深地層研究計画を推進しています。 

 

 ■調査研究の工程 

  調査研究の期間は 20 年程度で、「地上からの調査研究段階（第 1 段階）」、

「坑道掘削（地下施設建設）時の調査研究段階（第 2 段階）」、「地下施設での

調査研究段階（第 3 段階）」の 3

つの段階に分けて実施することと

しています。 

平成 2４年度は、研究所用地や

その周辺において、地下施設の建

設及び第 2 段階及び第 3 段階の調

査研究を行っています。 

幌延深地層研究センターの全景

幌延深地層研究センター 
研究管理棟・試験棟 

15



 

(2)関連施設と研究機関の誘致 

幌延深地層研究計画で実施する地下深部を対象とした研究は、地球科学の幅

広い分野にわたるものです。研究成果や施設などを有効利用した関連施設や研

究機関などの誘致を促進し、新たな雇用の場と産業の創出に努めています。 

～ 新エネルギーの導入 ～ 

 世界的なエネルギー需要の増大と地球温暖化防止のため、化石燃料に替わる

新エネルギーの導入が進められ、本町ではオトンルイ風力発電所（21,000ｋＷ

ｈ）が平成 15 年から稼動しています。また、公共施設 4 か所に太陽光発電設

備を設置し、新エネルギーの普及啓発と環境教育に努めています。平成 22 年

度：幌延小学校(19.98kWh)、問寒別小中学校(9.88kWh)、幌延町生涯学習セ

ンター（10.26ｋWh）、 平成 23 年度：町立診療所（10.26ｋWh） 

オトンルイ風力発電所 

幌延小学校 太陽光発電 

地層処分実規模試験施設 幌延地圏環境研究所 

ゆめ地創館 地下施設 深度 140ｍ調査坑道 

16



～ 町

■ 日

   幌延

が飼育

ってき

で育っ

に乗る

 

  幌延

   入

   営

トナカ

町の見ど

本 大の

延町トナカ

育されてい

きた 10 数

っています

るなど、ふ

延町トナカ

入場料：無

営業時間：

カイホワイ

ブルー

どころ・

のトナカ

カイ観光牧

います。サ

数頭のトナ

す。手の平

ふれあい体

カイ観光牧

無 料  

：9：00～

イトフェス

ポピー 

・遊びど

イ観光牧

牧場の敷地

サンタクロ

ナカイたち

平にエサを

体験もでき

 また

と呼

植物

目を

牧場 〒0

  TEL

～17：00

タ 

どころ

牧場 

地は約 8.3

ロースの故

ちから、幌

をのせて与

きます。

た、6 月か

呼ばれる秘

物などが牧

を楽しませ

098－32

L 01632

0（11～

17

 ～ 

3ｈａ、ここ

故郷と云わ

幌延生まれ

与えたり、

から 7 月に

秘境の花“

牧場の花畑

せています

24 幌延

2-5-205

３月は 1６

トナカイ観

こにはたく

われるフィ

れの 2 世、

、トナカイ

にかけては

“ブルーポ

畑で花を咲

す。 

延町字北進

50 

６：00 ま

観光牧場 管

くさんのト

ィンランド

、3 世が観

イのソリ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は「幻の青

ポピー”や

咲かせ、観

進 398 番地

まで） 

管理棟 

トナカイ

ドからや

観光牧場

(冬期間)

いケシ」

や北方系

観光客の

地１ 



■ 原生

 サロベ

原野は、

ロベツ国

録されま

です。湿

よぶ動植

 ビジタ

イドで紹

■ 金田

  日本

オープン

跡 を 辿

1,200 点

点を収蔵

 開館時

 休館日

TEL 0

■ 長 

 縁起は

川家康の

ているこ

に「葵祭

れます。

サロベ

生花園の

ベツ川の流

釧路湿原

国立公園」

ました。サ

湿原には、

植物が生息

ターセンタ

紹介。名山

田心象書

本初の書道

ン。書家 

る こ と が

点のほか、

蔵していま

時間 10

日：月曜日

 開館

01632-5

応 寺 

は室町時代

の側室「お

ことから、

祭」が行わ

 

ベツ原野・長

宝庫、サ

流域、東西

原と並ぶ日

として指

サロベツの

パンケ沼

息していま

ターでは、

山台からは

道美術館

道美術館と

金田心象

が で き ま

、硯、筆、陶

ます。 

：00～1

日、祝日

）、年末年

5-2720 

代という由

お徳の方」

毎年 5

われ、宝物

長沼周辺 

サロベツ

西７ｋｍ、

日本有数の

指定され、

の語源は、

沼やペンケ

ます。 

サロベツ

はサロベツ

館 

して平成

先生の偉

す 。 書 作

陶器類等約

6：00 

（5／3～5

年始、展示

由緒あるお

の位牌が

月の第２

の一部が

原野 

南北 28

の大湿原で

平成 17

アイヌ語

ケ沼など大

ツ原野のな

ツ原野と利

２年に

大な足

作 品 約

約 400

5 は  

示替日 

お寺。徳

奉られ

日曜日

公開さ

18

ｋｍ、２

です。昭和

年には「

語で「湿原

大小の沼が

なりたちや

利尻富士を

３０k ㎡の

49 年に

ラムサール

原を流れる

が点在し、

や動植物を

を見渡すこ

幌延ビジ

名

金田心象

の広大なサ

「利尻・礼

ル条約湿地

る川」とい

100 種類

を、パネル

ことができ

名山台

ジターセン

名山台展望公

象書道美術

長 応

サロベツ

礼文・サ

地」に登

いう意味

類にもお

ルやスラ

きます。 

台展望公園

ンター 

公園 

術館 

応 寺 



■ 名林

 ８月の

山村広場

観光客で

謡ショー

会など、

 

■ おも

 ９月第

海道経済

もから大

ギーの祭

キャラク

体育館と

 

■ トナ

 12 月

催。冬の

ナカイソ

花火大会

たちには

レゼント

 

 

    

    

    

 

 

林公園ま

の第２土曜

場を中心に

でにぎわう

ーやど真ん

いろいろ

もしろ科

第１土曜日

済産業局と

大人まで楽

祭典。いろ

クターショ

とゆめ地創

ナカイ ホ

月の中旬に

の１日をト

ソリやバナ

会などで楽

は、サンタ

トがもらえ

    

●合

●北海

つり 

曜日と翌

に開催され

う夏のイベ

ん中踊り、

ろな催しを

学館 

日と翌日

と幌延町の

楽しめる

ろいろな実

ョーなどの

創館で開催

ホワイト

にトナカイ

トナカイ観

ナナボート

楽しむイベ

タさんから

えます。 

   

合鴨鍋セッ

海道バター

日の２日

れ、たくさ

ベントです

仮装盆踊

を繰り広げ

の２日間

の共催で、

科学とエ

実験や工作

の催しが、

催されます

 フェス

観光牧場

観光牧場に

トの試乗、

ベント。子

らクリスマ

幌 延

ト  

ー 

間に

さんの

す。歌

踊り大

げます。 

に北

子ど

ネル

作教室、

総合

す。 

タ 

場で開

にてト

ミニ

子ども

マスプ

延 の み
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み や げ

● 合

●トナカ

げ   

合 鴨 ハ ム  

カイソセー

  

ージ 

 



～ 役

 平成

北の厳

ボルと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前

１

役場庁舎

成３年１0

厳しい風雪

として、い

    

前庭 開基百

階 事務室

舎 ～ 

0 月、役場

雪に耐え、

いつまでも

     

百年記念碑

室 

場庁舎は現

文化性、

も町民の皆

    

 

現在地に新

機能性、

皆さんに愛

    

１

20

新築移転し

利便性、安

愛される庁

    
３階 議 場

１階 町民ホ

しました。

安全性に配

庁舎として

    
場

ホール

町民に親

配慮し、町

て建設しま

    

親しまれ、

町のシン

した。 

        



 

   

 

 

 

 

 

町議会議員 （任期：平成 23 年 5 月 1 日から平成 27 年 4 月 30 日まで） 

職 名 氏   名 当選回数 備     考 

議 長 野 々 村 仁 ３回   

副議長 植  村 敦 ３回   

委員長 斎  賀 弘  孝 ３回 総務文教常任委員会 

委員長 西  澤 裕  之 ２回 産業厚生常任委員会 

委員長 無 量 谷 隆 ３回 議会運営委員会 

議  員 鷲  見 悟 ４回   

議  員 吉  原 哲  男 ４回   

議  員 佐 々 木  忠 光 ３回   

議  員 高  橋 秀  之 ２回 議員選出監査委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 幌延町各会計決算の状況                    単位：千円 

区     分 歳入総額 歳出総額
歳入歳出

差 引 額 

翌 年 度 

繰越財源

実  質

収支額

一般会計 5,262,587 5,085,076 177,511 15 177,496

診療所特別会計 286,691 286,691 0 0 0

国民健康保険特別会計 284,515 269,827 14,688 0 14,688

後期高齢者医療特別会計 42,142 42,093 49 0 49

介護保険特別会計 244,759 241,404 3,355 0 3,355

簡易水道事業特別会計 89,307 87,166 2,141 0 2,141

下水道事業特別会計 103,701 103,686 15 0 15

病 院 収益的収支 206,423 205,992 431 0 431

事業会計 資本的収支 3,313 6,627 ▲ 3,314 0 ▲ 3,314

  計 6,523,438 6,328,562 194,876 0 194,876

注）病院事業会計は平成 23 年 9 月 30 日に廃止し、診療所特別会計を平成 23 年 10 月 

1 日に設置した。 

特別職  

職 名 氏   名 任           期 就任年月日 

町  長 宮 本    明 
自 平成 22 年 12 月 14 日

至 平成 26 年 12 月 13 日
平成 14 年 12 月 14 日

副町長 西 尾 芳 和 
自 平成 23 年 7 月 1 日

至 平成 27 年 6 月 30 日
平成 23 年 7 月 1 日

教育長 兜    賢 一 
自 平成 24 年 10 月 1 日

至 平成 28 年 9 月 30 日
平成 23 年 7 月 1 日

 

平成 24 年度 幌延町各会計当初予算の状況 単位：千円

区     分 歳入予算額 歳出予算額 備 考 

一般会計 4,000,000 4,000,000   

診療所特別会計 307,016 307,016   

国民健康保険特別会計 279,110 279,110   

後期高齢者医療特別会計 42,675 42,675   

介護保険特別会計 252,920 252,920   

簡易水道事業特別会計 66,565 66,565   

下水道事業特別会計 117,885 117,885   

計 5,066,171 5,066,171   
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本町の統計資料は、町ホームページに掲載していますので、 

ご利用ください。 

     掲載場所：「トップページ」⇒「まちの紹介」⇒「統計情報」 

⇒「幌延町情報ボックス」 

 

発 行 日   平成 2４年 1１月 

発   行   北 海 道 幌 延 町 

企画・編集   総務課企画振興グループ 

〒098-3207  北海道天塩郡幌延町宮園町１番地１ 

Tel 01632-5-1111  Fax 01632-5-2971 

http://www.town.horonobe.hokkaido.jp/ 

幌延町民憲章 

わたくしたちは、悠久の大河天塩川と広大な平野、豊かな森林に恵まれ、

北の大自然と共に生きる幌延の町民です。 

北緯４５度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築いた先人たちの労苦に

感謝するとともに、その意思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜

びをもって、未来につなぐまちをつくるために、この町民憲章を定めます。 

 

１ 共に支え合い、未来に夢をもち、 

住みよい協働のまちをつくります 

１ 働くことに誇りをもち、地域資源を活かした、 

活力あるまちをつくります 

１ 生命（いのち）を尊び、人を愛し、 

笑顔あふれるまちをつくります 

１ 心身を鍛え、文化の香り高い、 

いきがいと希望に満ちたまちをつくります 

１ 自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り、 

人に優しいまちをつくります 

 

平成22年12月20日 制定 
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